
 

 

〈 第２回エリアマネジメントワークショップ 〉 

 

 

 

エリアマネジメント活動を考えよう！ 

グループ発表のまとめ 

 

日 時 ：2020年 12月 21日(月)19時～21時 

場 所 ：瀬戸市八幡台地域交流館（八幡台集会所 横） 

講 師 ：名畑 恵  

      （NPO法人まちの縁側育み隊 代表理事・錦二丁目エリアマネジメント株式会社 代表理事） 

  テーマ ：楽しく活動できる組織体制や運営の仕組みを考えよう！ 

参加人数：16名（会場 9名、WEB参加 7名） 

グループ：計 4グループ(会場 3グループ、WEB参加 1グループ) 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

【第 2回 エリマネワークショップの目的】 

   次年度（4月）から「みんなの会」の自走に向けた収益事業のお試しでの取り組みが始まります。

収益事業を持続的に行っていくには、楽しく合理的に動ける環境（組織体制や運営の仕組み）を整え

ることが非常に重要です。そこで、第 2回エリアマネジメントワークショップでは、「みんなの会」の

皆さんが楽しく活動できる組織体制や運営の仕組みについて検討をしました。 

 

 

【第 2回エリマネワークショップの流れ】 

   講師の名畑先生から、実際の事例を参考に、エリアマネジメント活動の組織体制に関する話題提供

をしていただきました。 

それを受け、グループワークにて楽しく活動できる組織体制や運営の仕組みを検討しました。その

際には、「わくわく」（楽しく活動するためのポイント）と「リーズナブル」（組織運営を合理的に行う

ためのポイント）の 2つの観点から意見交換を行いました。 

   ワークショップでの議論ののち、各グループでまとめた意見の発表を行い、参加者同士の考えの共

有を行いました。各グループの発表の様子を次頁以降にまとめます。 
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Bグループ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Cグループ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



WEBグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



全体のまとめ  

 4グループの発表に対する、講師の総括を以下にまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ○「何があってもひるまない」という意見がありましたが、エリアマネジメント活動を表す良い言葉だ

と思います。 

 ○実現したい未来をみんなで描いて共有するために、プロセスデザイン※を 1年に 1回作りましょう。 

※何年後かに実現したい未来のビジョンを描いて、それに向けたスケジュールを考えて共有すること 

 ○優先順位を決めるときには、「やるべきこと」と「やりたいこと」のバランスが重要です。 

・「やるべきこと」は、目的別に問題を細分化していくことで明確に見えてきます。また、自分たちだ

けで解決しようとせず、外部に「助けて」と発信することで、助けたいと思っているボランティア

希望者と繋がって意外と解決していったりします。 

・「やりたいこと」は、仲間を増やして目的別のグループでプロジェクトを進めていくと良いと思いま

す。その際には、「実験できる」「提案できる」「失敗できる」環境が必要です。そのため、トライ＆

エラーに寛容であることの共有が重要です。 

○実践する、行動する人にリスペクト（尊敬）をしましょう！ 

○目的ごとに情報共有の仕組みの整理が必要です。 

・みんなの会内外への情報発信（発信メイン）⇒SNSやホームページ等を活用 

・グループプロジェクトで決めたことの共有 

 ⇒SNSと紙媒体の両方を活用(滞りなく全員に情報共有をするため) 

・みんなの会全体にコアメンバーや役員会で決定したことを共有 

⇒SNSと紙媒体の両方を活用(滞りなく全員に情報共有をするため) 

その際には、「思いやり」がとても大切です。一方的に情報を発信して終わりではなく、SNSと紙媒体

をうまく活用しながら、情報を共有し、多くの人を巻き込みながら楽しく運営していきましょう。 

○本日考えた作法を意識しながら、運営していってもらえればと思います。 


